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研究成果の概要（和文）：　「自然―人間の関係学」の再構築へ向けた研究である。自然と人間、外部世界と内部世界
、フィジックスとメタフィジックス、物理界と精神界、世界と自己などの対応や相関性を指す〈交感〉（corresponden
ce）という概念を、文学における事象＝表象として再検討に付すと同時に、その概念の現在的有効性を文学以外の諸分
野からのアプローチを参照することによって明らかにした。
　このような〈交感〉論を軸とする「自然―人間の関係学」を歴史的に再検討し、その現在的意義を明らかにし、この
概念を文学的表象論の枠内にとどめることなく、将来的に進められるべき「自然―人間の関係学」の構築へ向かう研究
の一環として位置づけた。

研究成果の概要（英文）： This research project aims to explore the nature-human relationship by paying 
attention to a specific literary device: the idea of “correspondence.” This idea, indicating the 
interrelatedness between the natural and the human, between the material world and the human mind, and 
between the world and the self, is historically reexamined as one of the most significant literary 
devices or tropes. In addition, this study attempts to assess whether this particular literary 
trope/device is still valid in contemporary literature and literary studies by referring to some 
approaches other than literary one. The idea of “correspondence” was fully formulated by 
nineteenth-century Romanticism and has been embedded as an implicit premise in many artistic works and 
genres. This research project has been completed by making explicit the historical and current 
siginificance of the idea of “correspondence.”

研究分野：環境文学・アメリカ文学、英米・英語圏文学
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１．研究開始当初の背景 
(1)〈交感〉の思考は、古くはアニミズム、
あるいは古代的なマクロコスモス/ミクロコ
スモスの対応・照応関係として認識され、所
定のコスモロジーあるいは中世における「大
いなる自然の連鎖」Great Chain of Being)
として体系化されていたが、近代にいたると
ともに、それは共同社会的なコスモロジーと
しての役割を終え、著しく内面化・個別化さ
れ、ロマン主義詩学における根本概念として
独自の「自然—人間の関係学」と美学＝文学
思想を形成していった。ロマン主義にそのピ
ークを見た、このような「自然—人間の関係
学」としての〈交感〉の思想は、しかしなが
らロマン主義以降の現代文学の世界でも消
失したわけではなく、ネイチャーライティン
グや環境文学にとどまらない、広範な表現様
態＝表象として持続している。 
 
(2)「自然—人間の関係学」は、地球環境問題
の出現にともなって、再度クローズアップす
べき課題として浮上しつつある。なぜなら、
〈交感〉の思考には、本源的な「自然—人間
の関係学」への人間のまなざしが深く刻み込
まれ、自然環境との相互行為の歴史が心的・
精神的志向性として保持されているからで
ある。なかでも、ラルフ・W・エマソンの作
品に代表される 19 世紀アメリカロマン主義
の超越主義的思想における〈交感〉の原理は、
物理的自然に象徴性を付与する表象装置と
して洗練され、後のアメリカ環境主義とその
思想につながる自然観の変革をもたらした。
また、〈交感〉の原理が人間とは何かという
内的・哲学的問題へと想像力を引きつける磁
場として、コミュニケーション論や環境論に
接続する動きもみられる。 
 
(3)〈交感〉は、文学における表象として広く
認められるものの、学術的にはまだ十分な検
証がなされているとは言いがたい。国内では
野田研一『交感と表象』（2003年）、国外では
Paul Shepard, The Others:How Animals 
Made Us Human(1996)、Arthur Versluis, 
The Esoteric Origins of the American 
Renaissance(2001)などヒューマン・エコロジ
ー系あるいは隠秘学系の一連の著作が代表的
な研究として挙げられる。また、文学以外で
は中沢新一『熊から王へ』（2002年）を初めと
する一連の宗教学・人類学系の研究、今村仁
司『交易する人間（ホモ・コムニカンス）』な
ど社会思想史系の研究、および矢野智司『動
物絵本をめぐる冒険』など心理・教育学系の
研究などが、「自然—人間の関係学」をそれぞ
れの領域から再検討している。 
 
(4)〈交感〉というテーマそれ自体への学術
的関心は高くない。何故か。考えられる理由
として、交感が〈自然との融合〉や〈世界と
の共鳴〉といった一体化幻想と同一視され、
ひいては無批判で楽観的な自然カルトのイ

デオロギーと混同されて、文学的・思想的研
究対象に足るものとみなされてこなかった
ことも一因であろう。もしそうだとすれば、
〈交感〉を不当に貶めている一体化幻想とそ
の構造を分析し、問題の所在を明らかにする
ことが求められねばならない。交感の文学
的・理論的・歴史的諸特徴を検討・考察する
ことにより、交感をめぐる誤謬や研究スタン
スそのもののイデオロギー性をあぶり出す
こともまた、本研究のねらいのひとつである。 
 
２．研究の目的 
（1）本研究は、「自然—人間の関係学」の再
構築へ向けた研究の一環として位置づけら
れる。自然と人間、外部世界と内部世界、フ
ィジックスとメタフィジックス、物理界と精
神界、世界と自己などの対応や相関性を指す
〈交感〉（correspondence）という概念を、
文学における事象＝表象として再検討に付
すと同時に、その概念の現在的有効性を文学
以外の諸分野からのアプローチを参照する
ことによって明らかにする。 
 
（2）このような〈交感〉概念は 19 世紀ロマ
ン主義において定式化されるに至ったが、そ
の後の小説を含む文学表現において、いわば
理論的前提として「埋め込まれる」
(embedded)に至ったものである。本研究では、
このような〈交感〉論を軸とする「自然—人
間の関係学」を歴史的に再検討し、その現在
的意義を明らかにする。また、この概念を文
学的表象論の枠内にとどめることなく、将来
的に進められるべき「自然—人間の関係学」
の構築へ向かう研究の一環として位置づけ
る。 
 
３．研究の方法 
研究期間は３年とする。年度ごとに段階的
な目標を掲げ、研究の進捗と深化を図った。
個別研究に加え、年２回合同研究会を開催し、
関連分野の専門家を招くとともに、各人の研
究進捗状況の報告と意見交換を行った。なお、
2年目と最終年にそれぞれ研究の中間および
成果報告を国内外の学会で発表した。得られ
たフィードバックを参考にしながら研究を
進め、最終年には報告集を刊行した。これは
最終的に論文集『交感幻想―環境と想像力』
（仮題）として2015年度に刊行する予定であ
る。 
 
４．研究成果 
 3 年間の研究期間に次の(1)から(4)の項目
について明らかにした。 
(1)表象/記述様式論：文学実践における交感 
 ① 記述様式としての交感のメカニズムと
構造 
 ② 一体化幻想の具体的事例の収集と分析 
 ③ 交感における他者性の表象 



 
(2)理論/認識論：交感論の理論的特徴 
 ① アニミズムと交感の相違点と類似点 
 ② 自然的事象の象徴化＝自然シンボリズ
ムをめぐる哲学的・認識論的問題 
 ③ 環境言説における交感の位置づけ 
 ④ コミュニケション論における交感 
 
(3)歴史/思想論：交感概念の歴史性 
 ① スウェデンボルグおよびヨーロッパ思
想界における交感の系譜 
 ② ロマン主義とネオプラトニズムに交感 
 ③ 日本文学における交感概念 
 
(4) 現代的意義：交感のポストロマン主義的
課題 
 ① 表象から現存へ：脱超越論 
 ② 交感と他者性の矛盾性 
 ③ 環境教育・環境コミュニケーション論
として定位 
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